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諸の木テニス倶楽部利用規約 

 

第１条 （名称） 

本倶楽部は諸の木テニス倶楽部（以下、「倶楽部」という）と称する。 

 

第２条 （目的）                       

倶楽部はテニスを通じて利用者相互の親睦と健康の増進を図るとともに、テニス競技の

発展・普及により社会に寄与することを目的とする。  

 

第３条 （運営・管理）                     

倶楽部はエヌジーケイゆうサービス株式会社（以下、「会社」という）が運営・管理す

る。 

 

第４条 （事務所） 

倶楽部の事務所は名古屋市緑区諸の木地内にあるクラブハウス内に置く。 

 

第５条 （利用者） 

利用者は倶楽部の施設利用の有無に関係なく、倶楽部に来場するすべての者とする。 

 

第６条 （利用料） 

1.倶楽部の施設を利用する利用者は、別途定める利用料金表または倶楽部の指示

等に基づき、施設利用料を別途定める手続きに従って支払い、定められた利用時間

を遵守して、利用しなければならない。 

2. 倶楽部は、物価高騰、経済情勢の変動等の理由により経営上必要な場合には、

施設利用料、レッスン料等の金額を変更することができる。 
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第７条 （未成年者） 

未成年者が倶楽部の施設を利用する場合は、その親権者が同意した上で申し込むもの

とする。なお、親権者は、法令に定めがある場合を除いて、自ら利用者となった場合と同

様に、本規約に基づく責任を本人と連帯して負うものとする。 

 

第８条 （諸規則規範の遵守） 

1. 利用者は本規約およびその他規則、諸手続きを遵守しなければならない。 

2. 利用者は、次の各号に該当する物品を倶楽部内に持ち込んではならない。 

① 高額な金銭、貴重品 

② 繁殖力の高い動植物（倶楽部のコーチおよびフロントスタッフ（以下、「倶楽部関

係者」という）の同意を得た場合は除く） 

③ 銃砲、刀剣類等の危険物 

④ 悪臭または騒音を発するもの 

⑤ その他、他人に迷惑を及ぼす物品 

3. 利用者は倶楽部内および周辺において、次の各号に該当する行為をしてはならない。 

(1) 暴力行為・迷惑行為 

① 他の利用者や倶楽部関係者に対する暴言、暴力、威嚇、つきまとい行為 

② 大声や奇声を発するなど、他の利用者に不快感を与える行為 

③ 他の利用者による倶楽部の利用を妨げる行為 

④ 不必要に強くボールを打つなど、他の利用者に怪我をさせる可能性のある行為 

(2) 施設の不適切な利用 

① 営利または政治目的での施設利用（無許可のレッスン、物品販売、署名活

動など） 

② 許可なく倶楽部の備品を持ち出す、破損させる行為 

③ ゴミの放置や倶楽部の施設内を汚損する行為 

(3) 服装・マナー違反 
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① スポーツウェアとしてふさわしくない服装でのプレー（サンダル、パンプスなど） 

② 過度に露出の多い服装での倶楽部の利用 

(4) 健康・安全に関する違反 

① 酒気帯びおよび薬物利用での入場ならびに倶楽部内における飲酒および薬

物の使用 

② 感染症や皮膚病など、他人に感染の恐れがある状態での倶楽部の利用 

③ 医師から運動を禁じられているにもかかわらずプレーをすること 

(5) その他 

① 倶楽部の運営や秩序を乱す行為 

② 他の利用者、倶楽部関係者、倶楽部および会社を誹謗、中傷する行為また

は名誉あるいは信用を傷つける行為 

③ 利用規約に反する行為および倶楽部関係者の指示に従わない行為 

 

第９条 （利用禁止） 

倶楽部は、前条第３項各号および次の各号に該当する場合、利用者に対し、直ちに

倶楽部の施設の利用を禁止することができる。 

① 本規約または利用規定に違反したとき  

② 利用料などの諸費用の支払いがないとき 

③ 利用者または利用者の紹介する者が、暴力団・暴力団員・暴力団関係者・総会

屋等の反社会的勢力である場合またはそのおそれがあると倶楽部が判断したとき 

④ 天災その他やむを得ない事情があるとき 

 

第１０条 （個人情報の取り扱い） 

倶楽部は、運営に伴い知り得た利用者の個人情報について、別途定める「プライバシー

ポリシー」に則り安全管理に努める。 
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第１１条（休日） 

倶楽部の休みは、年末年始等所定の休日のほか、会社が特に定める日とする。 

 

第１２条 （倶楽部の閉鎖）  

会社はやむを得ない理由がある場合は、６ケ月以前に予告して倶楽部を閉鎖すること

ができる。但し、天災等特別な理由によるときは予告期間を短縮することができる。  

 

第１３条 （免責） 

利用者の施設利用中に発生した事故または損害等に対して会社および倶楽部は損害

賠償責任を負わないものとする。 

 

第１４条 （付則） 

倶楽部は必要に応じ、本規約の改正ならびに本規約に定めのない事項および、業務遂

行上必要な規則等の制定を行うことができる。 

エヌジーケイゆうサービス株式会社 

諸の木テニス倶楽部  


